
平成２３年度 第１回大阪府立大正高等学校 学校協議会開催記録 

 

開催日時 平成２３年７月１１日（月）午後２時３０分～ 

場所 大阪府立大正高等学校 校長室 

出席者 委 員：宮脇富士雄、赤松薫、植村妙子、山本美智子 

事務局：松田、大崎、宮地、上野、安田、杭谷、一井、片岡  （敬称略） 

次第 １．開会                ２．委嘱上手交  校長より 

３．協議会委員・事務局紹介  自己紹介 ４．あいさつ 校長 学校協議会の経緯等 

５．協議  【１】学校運営について  【２】教育課題について 

６．次回日程確認            ７．閉会 

協議内容 【１】学校運営について 「本校の現状について」校長より 

・普通科総合選択制８年目を迎え、エリアの修正を経て浸透してきた。さらに本年度の入試状況につい

て説明が加えられた。 

・リーフレット、資料を紹介しながら現状について説明した。 

 

【２】教育課題について 

（１）「１年生（３４期生）の状況について」１年学年主任より 

 

質問：定員割れしたがどういう影響があったか？ 

・定員割れしたが、入学時よりきめ細かな指導を心がけていることを説明した。 

また、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟの成果、新入生アンケート結果を解説した。 

 

（２）「新カリキュラムについて」教務部長より 資料なし 

・Ｈ２４年度から新カリキュラムに移行する。特に理科の変更点が大きい内容であるが、本校では今ま

で通り基礎重視の方針で改訂している。 

 

（３）「進路状況について」進路部長より 

・就職内定率９６％ 。 部活動への取り組み、アルバイト経験が重要である。 

 

質問：最近の不況に対して何か取り組んでいるか？ 

・就職試験での学力定着のために就職対策テストを始めた。また面接での優位を求めて面接指導を３回

から４回に増やした。 

・志望傾向として看護希望が多くなっている。 

・キャリア教育・職業教育支援事業を活用し、未定者の相談体制と編成に力を入れている。 

 

（４）「生徒指導について」生徒指導部長より 

・懲戒指導は若干減少。遅刻については１年生が多めに推移している。 

・苦情もたまにありその都度ていねいに対応している。 

・盗難が多いのが今１学期の特徴で、マナー指導や防犯意識の醸成に努めている。 

 

質問：後期入試に移行し、生徒の質に変化はあったか？ 

 ・１年生学年団を中心に団結して生徒に向き合い、今までと変わりなく進んでいる。 

意見交換 ・今年の大正北中学校の進学希望状況について説明を受けた。 

・公立高校も塾の影響を大きく受けている現状を教えられた。 

・支援事業有効活用について、次回の協議会では報告したい。 

次回日程 １１月第３週を予定 


